
 

  

報道発表資料 

東京消防庁 Tokyo Fire Department 

 

令和４年３月２９日 

 

安全推進部を創設します 
 

東京消防庁では、重大事故の根絶に向けて、全庁一丸となった安全対策を推進する

べく、本年４月１日に安全推進部を創設します。これに伴い、安全推進部創設式を実

施します。 

 

 

１ 安全推進部の概要 

安全推進部は、消防職務の安全対策を組織横断的に推進する部署であり、全庁的な

取組みを進める上で、その中枢を担います。 

安全推進課と安全技術課の２課（総員４７名）で構成され、安全推進課では、各担

当部門で実施していた安全対策を、組織横断的に推進していきます。また、消防署等

において、安全について十分な対策が取れているかを内部から評価するだけでなく、

定期的に外部機関による評価を行い、安全文化の醸成具合についても確認を行います。

安全技術課では、科学的見地から都民と消防職員の安全に貢献してきた消防技術安全

所の業務を引き継ぐだけでなく、外部機関との共同研究に力を入れ、引き続き消防行

政における安全性向上に寄与していきます。 

なお、新たな部の設置は平成１９年（２００７年）４月の企画調整部の設置以来と

なります。 

詳細は別紙１をご参照ください。 

 

２ 創設の経緯 

令和元年の航空救助活動中の重大な事故等を受け、東京消防庁では、現場レベルで

の対策だけでなく、長期的視点に立った組織レベルでの対策の検討を実施してまいり

ました。その結果、背後要因にまで踏み込んだ再発防止対策の策定や、各分野の垣根

を越え全庁一丸となった安全対策を推進する必要があるとの結論に至ったことから、

「安全推進部」を創設することとしました。 

 

３ 安全推進部創設式等 

  別紙２のとおり 

 

 

 

 

問合せ先 

 東京消防庁（代） 電話 03（3212）2111  

広 報 課 報 道 係 

 

内線 2345～2353 

 

 

 



『全体』『未来』『本質』の視点で、消防職務の安全対策を推進する全国唯一の専門部署

安全推進部の概要

③ 『本質』の視点（分析・鑑定機能）

① 『全体』の視点（統括推進機能）

② 『未来』の視点（技術・開発機能）

セクショナリズムに陥ることなく、庁全体を捉え、組織横断的に様々な

視点から改善点を探り、組織一丸となって対策を推進していく。

また、有識者の助言も得ながら取組を継続することで、安全文化の醸成

を促す。

消防職務の安全を追究する全国唯一の専門組織として、既存技術だけ

でなく、必要な安全技術の実装等を促すことで、安全水準を着実に向上

させていく。

また、「安全」を切口とした消防業務の更なる進化を促す。

事故の原因や再発防止策等について、直接的な部分だけでなく、

ヒューマンファクターの視点など、科学的側面からその原因や対策の効

果を分析・評価し、本質を見据えた改善や解決に繋げていく。

また、それらの科学的知見やノウハウを活かし、災害現場の活動支援

や火災鑑定等を行う。
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３つの視点 及び それを実現するための機能

職務に潜む事故のリスクに予め対処することで、消防の使命達成をより確かなものとし、

都民に更なる安全・安心を提供する。
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別紙１



  

別紙２ 

 

安全推進部創設式等 

 

１ 実施日 

令和４年４月１日（金） １４時１５分から１５時３０分まで 

 

２ 実施場所 

東京消防庁 消防学校 

渋谷区西原二丁目５１番１号 

 

３ 当日の流れ 

⑴ 決意表明 １４時１５分から 消防学校屋外顕彰碑前 

創設式に先立ち、消防学校に建立されている消防顕彰碑※１に対し、消防総監が安

全への決意を述べる「決意表明」を実施します。 

※１消防顕彰碑 

  東京消防庁の発展と東京の防災のために尽力され、その重責を全うされた殉職

者の功績に敬意を表するとともに、消防職員としての意識の涵養に資することを

目的に建立された石碑です。 

 

⑵ 安全推進部創設式 １４時３０分から 消防学校第一校舎５階講堂 

ア 創設式次第 

  ①開式～②国歌演奏※～③消防総監訓示～④部旗授与～⑤宣誓～⑥閉会 
※国歌は新型コロナウイルス感染防止の観点から、演奏のみとします。 

イ 列席者 

  消防総監、次長、理事（安全統括担当）、総務部長、企画調整部長ほか 

 

⑶ 災害史安全教育室見学 １４時５０分から 消防学校第二校舎災害史安全教育室 

 創設式終了後に、安全推進部員が安全に対する更なる意識向上を図るための「災

害史安全教育室※２見学」を実施します。 

※２災害史安全教育室 

   当庁が経験した過去の災害で得た教訓や制度等が作られた背景を確実に伝承し、

職員一人一人が消防業務の重要性を認識するため、平成２７年４月に整備した教

育室です。 

   なお、一般公開はしていません。 

 

４ 取材時の留意事項 

⑴ 取材を希望する社は、３月３１日（木）１７時００分までに広報課報道係へご連

絡ください。 

⑵ 当日は１３時３０分から消防学校１階正面で受付を行います。また、レクを１３

時４５分から行いますので、レク開始までにお越しください。 

⑶ 取材の際は自社腕章を着用してください。 

⑷ 駐車場はありませんのでご了承ください。 

⑸ 取材については、新型コロナウイルス感染症予防対策として、マスクの着用及び

手指消毒、体温の測定（３７．５度以上の場合は来訪をお断りする場合があります。）

をお願いします。 


